
Survey of Home Appliances in the Household Non-Combustible Garbage

Yuji ARAMAKI , Saburo TOKUDA and Shuichi ZAITSU

Environmental Science Section, Fukuoka City Institute of Health and Environment

25 cm 10 cm
 25 cm 10 cm

4 8 4
27

Key Words  small electronic devices kitchen appliances
 weight ratio non-combustible garbage

25 4

8 1

45 L

23

 25
cm 8.5 cm

2 25 cm
10 cm

25 cm 10 cm

1



4
1 27

2

1
 

A JR
20

3

B

C B
B 65

B
D 9

65

1 1

3
25 cm 10 cm

25 cm 10 cm
25cm 10 cm

27
28

3 6 9 2
12

25 cm 10 cm 25 cm 10 cm

4 3

25 cm 10 cm

3

3

2

H28 H29 H30 R1

14868 15524 16440 17014

25 cm×10 cm 3.2 3.0 1.8 3.2

25 cm×10 cm 9.7 11.6 14.7 18.2

25 cm×10 cm 473.7 469.6 290.5 548.5

25 cm×10 cm 1443.4 1797.3 2418.1 3097.4

4
A B C D

1.26 2.24 2.29 2.75

84.3 38.6 34.8 19.2

5.3 16.0 17.5 7.1

74.8 66.6 59.9 43.5

9.9 17.1 22.1 49.3

10.0 0.3 0.5 0.1

1.2 17.4 27.6 95.2

98.7 81.9 72.1 4.8

0.1 0.7 0.3 0.0

2



28 9.7
18.2 1.9 25 cm 10 cm

30

25 cm 10 cm
25 cm 10 cm

3.1.1 25 cm 10 cm
25 cm 10 cm

5
28

4.9 10.3 2

1.0 2.9

25 cm 10 cm 25 cm 10 cm

4 25 cm 10 cm
25 cm 10 cm

6 5
3.1.1

27 2.5
7.3 3

4.9 3.3 2.
6

34.1
22.9 15.4
12.1 4 8

4

5

H28 H29 H30 R1

4.9 5.5 8.7 10.3

473.7 469.6 290.5 548.5

1.0 1.2 2.9 1.8

H27 H28 H29 H30 R1
14331 14868 15524 16440 17014

13.0 14.7 16.0 17.7 21.6
1863 2186 2484 2910 3675

2.5 2.6 4.3 4.5 7.3
2.7 2.8 2.9 3.6 4.9
2.1 2.9 2.9 3.4 3.3
0.9 0.9 1.6 1.5 2.6
0.5 0.3 0.2 0.2 0.1
0.6 1.1 0.7 1.0 0.9
0.7 1.0 0.9 0.8 0.9
0.8 0.8 0.8 0.9 0.8
0.5 0.3 0.4 0.6 0.6

358.3 386.6 659.8 744.2 1235.5
386.9 416.3 457.0 588.9 833.7
301.0 431.2 444.3 563.1 564.5
129.0 133.8 242.0 246.1 443.2
71.7 44.6 29.8 27.6 18.2
86.0 163.5 112.0 157.7 160.0

100.3 148.7 139.5 128.8 153.5
114.6 118.9 123.9 145.8 135.5
71.7 44.6 58.7 106.4 101.9

H27 H28 H29 H30 R1

6

5



福岡市保環研報，46，2021 

めていた（図 6）． 
排出重量も重量比と同様，厨房関連機器，保健衛生関連

機器，情報通信関連機器及び冷暖房関連機器が大きく，い

ずれも平成 27 年度から令和元年度にかけて増加していた．

特に厨房関連機器が大きく増加しており，令和元年度は平

成 27 年度の 3.4 倍もの量になった． 
家庭系不燃ごみ中の家電製品排出量の増加は，厨房関連

機器，保健衛生関連機器，情報通信関連機器，冷暖房関連

機器によるものと推察された．

3.2.2 地区別の排出状況 

各地区における家電製品種類別の調査ごみに占める重

量比の推移を図 7 に示す．すべての地区において厨房関連

機器の割合が増加傾向であった．厨房関連機器以外では，

保健衛生関連機器，情報通信関連機器，冷暖房関連機器の

割合が高い傾向にあり，地区による傾向の違いは特に見ら

れなかった．

４ まとめ 

近年増加傾向にある家庭系不燃ごみ中の家電製品につ

いて，どのような製品の排出が増加しているのかを把握す

るため，大きさ別や種類別に分類し調査を行った．

大きさ別では，25 cm×10 cm 以上の家電製品は増加傾

向であったが 25 cm×10 cm 未満の家電製品はほぼ横ばい

であった．ボックス回収率は 1.0％～2.9％であった． 
種類別では，厨房関連機器，保健衛生関連機器，情報通

信関連機器，冷暖房関連機器の重量比が高く，これら 4 種

で家電製品の 8 割以上を占めていた（令和元年度）．また，

排出重量においても，これら 4 種の家電製品はいずれも平

成 27 年度から令和元年度にかけ，重量比・排出重量とも

に大きく増加しており，家庭系不燃ごみ中の家電製品の排

出量の増加の主要因となっていると推察された．

排出された家電製品の大きさの傾向及び種類の傾向に

ついてはいずれも地区による違いは特に見られなかった． 
 このことから啓発等に際しては，特定の地域や対象者に

集中的なアピールを行うよりも，幅広く行うことが効果的

であると考えられた．
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図6 家電製品の内訳（令和元年度） 

図 7 種類別重量比の推移（地区別） 
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